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第４回胎内市立中学校再編検討委員会 会議録 

 

１ 開催日時   令和６年３月 18日（月） 午後２時から午後２時 55分 

 

２ 開催場所   胎内市産業文化会館 会議室 

 

３ 議  題   これまでの協議について（まとめ） 

 

４ 公開・非公開の区分   公開 

 

５ 出席者 委 員 長   近 孝道 

 副委員長   塚野 陽介 

 委 員   濱中 力也 

 委 員   丹後 直子 

 委 員   山田 せい子 

 委 員   久保 俊幸 

 委 員   佐藤 光 

 委 員   松原 利弘 

 委 員   富樫 新一 

 委 員   河内 理助 

 委 員   佐藤 直文 

 委 員   今井 和彦 

 委 員   齋藤 聡 

 委 員   西村 礼子 

 委 員   上山 夏奈 

 委 員   菅原 美穂 

 委 員   中村 彩 

 

         教 育 長   中澤 毅 

         学校教育課長  丹後 幹彦 

         管理指導主事  池田 裕之 

         指導主事   山沢 正仁 

         指導主事   中村 祐一 



 2 / 15 

         学校教育係長  横内 和幸 

         学校教育係主任 菅澤 真人 

 

６ 会議資料の名称 

資料 第４回胎内市立中学校再編検討委員会～これまでの協議について～ 

 

７ 傍聴人の数 ３人 

 

８ 会議の概要 

 

(1)開会 

○委員長（近） 

年度末の大変お忙しい中お集まりいただきましてありがとうございま

す。 

これより第４回胎内市立中学校再編検討委員会を行います。開会に先立

ち委員会条例第６条２項の規定により、本日の出席者が過半数を越えてお

りますので、会議が成立したことをご報告申し上げます。なお、本日は２

名が都合により欠席となっております。 

始めに前回の確認を行います。３つのグループに分かれ、地域とのつな

がり、きめ細かな指導体制について活発に話合いをいただきました。委員

の皆様からいただいたご意見、ご提言等は今後の貴重な参考資料になりま

す。どうもありがとうございました。 

さて、本日の委員会はこれまでの３回の委員会を踏まえ、総括が主な内

容になりますのでよろしくお願いします。 

最初に前回の会議録と本日の資料の確認を行います。事務局、お願いい

たします。 

 

○事務局 

＜事務局による前回内容の概要説明と配付資料の確認＞ 

 

○委員長（近） 

ありがとうございました。 

 

 

（2）これまでの協議について（まとめ） 
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○委員長（近） 

それでは先ほど話がありましたように、これからこれまでの協議の確認

を行います。最初に山沢指導主事から全体での共通理解を図るために、こ

れまでの会議で話し合われた内容について説明してもらいます。山沢指導

主事、よろしくお願いします。 

 

〇指導主事（山沢） 

それでは、スライドとお手元の資料を基にこれまでの協議についてまと

めたものをご説明いたします。 

それでは説明いたします。胎内市立中学校再編検討委員会設置要綱より

第１条胎内市立中学校の再編について検討し、望ましい学校教育環境の整

備に取り組むため、胎内市立中学校再編検討委員会を設置する。このよう

な設置目的のもとで今日を含めまして４回の委員会を開催しております。 

第１回は令和５年 10月 23日、主な内容として、教育長による検討委員

会設置の主旨説明、胎内市立小中学校の適正規模等に関する検討委員会の

答申内容と今後の方針の説明、グループ協議による今後の方針についての

意見交換を行いました。 

第２回は令和５年 12月 20日、10年後中学校はどのような形態でどのよ

うな場所に設置することが望ましいのか、主に設置場所と通学方法につい

てグループ協議を行いました。 

第３回は令和６年１月 31日、ここではテーマを２つ設け、１つ目のテー

マとして仮に４中学校を１つに統合したとして、中学校と地域との繋がり

を保つにはどうのようにすれば良いか、２つ目のテーマとして仮に４中学

校を１つに統合したとして、きめ細かな指導体制を継続するにはどのよう

にしたら良いかについて、グループ協議を行いました。 

以上の内容で３回の検討委員会を開催しました。 

 

第１回のグループ協議の内容のまとめについてです。今後の方針につい 

ての意見交換ということで、まずは各グループで今後の生徒数の推移見込

み等から 10年程度の将来を見据え、市内４中学校の統合に向けた検討を進

めるとした今後の方針についてどう思いますかということを各グループで

話し合っていただきました。これについてはグループ協議に参加した委員

の皆様、市内４中学校の統合に賛成とした方の割合が 100％ということにな

っています。続いて市内４中学校の統合に際して期待できる点と疑問に思

う点をあげていただきました。 
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期待できる点については、学級編制が可能になり固定された人間関係が解

消できる。中学校段階から大人数の集団生活に慣れることができる。大人

数で生活することにより切磋琢磨し合う環境づくりやより良い社会性を養

うことができる。実施可能な部活動数が増える点などをあげていただきま

した。疑問に思う点、不安な点も含めてですが、中学校をどこに建てるこ

とになるのか。通学の方法はどうなるのか。バス通学、自転車通学の安全

をいかに確保するのか。地域に中学校が無くなることで地域の元気が無く

なるのではないか。生徒数が多くなっても一人一人に丁寧な指導、支援が

できるきめ細かな教育が行えるのかというような点をあげていただきまし

た。 

これらにより、その後第２回、第３回で「設置場所及び通学方法」、「地

域とのつながり」、「きめ細かな教育」の３点をテーマとしたグループ協議

を行なうことにさせていただきました。 

 

第２回のグループ協議では、「10年後 中学校はどのような形態でどのよ

うな場所に設置することが望ましいのか」をテーマに話合いをしていただ

きました。出された意見のうち、案１のアとしましては、市内４中学校を

統合し、各地区から出来るだけ等距離の場所に設置することが良いのでは

ないかということで、具体的にはぷれすぽ胎内周辺という案があがりまし

た。この案についてメリットと課題、疑問点、解決策をグループで話し合

いました。このぷれすぽ胎内周辺のメリットとしましては、学校に関わる

施設、例えば体育館、陸上競技場、給食センター、さわやかルーム、Ｂ＆

Ｇプール、これらが近いということ、駐車場が広く使えそうであるという

こと、道路が広くバスが通りやすいということ、周辺の企業と職場体験学

習等において連携しやすいというメリットがあげられています。これに対

して課題、不安、疑問と解決案ということでご説明いたします。まずはバ

ス通学が主になりますので、バス通学により時間に制限が生じるのではな

いかということ、それから特に黒川地区からの距離が長いのではないかと

いうことで、これに関してはスクールバスの増便やスムーズな運行方法の

検討を十分に行う必要があるということで解決を図れるのではないかとい

うお話をいただいています。次に民家が少ない、トラックの往来が多い、

橋の幅が狭いなど、自転車等による通学の安全面が心配であるということ

に関しては、大半の生徒をバス通学とすることで安全を確保する方法を取

るべきではないかというお話をいただいています。次に工業地帯での事故

や津波等による水害時に学校に被害が及ぶのではないかということに関し

ては、工場との距離やハザードマップを検討し、より安全な場所に設置す
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る必要があるというお話をいただいています。地域とのつながりが薄くな

るのではないかということに関しては、地域学習を胎内市全域に広げ、各

地域の行事への積極的な参加を促すことができるのでないかということ

と、もう１点はコミュニティ・スクールの仕組みを柔軟に変更する。例え

ば委員の人数や地域ごとの割り当てを検討することが可能なのではないか

というお話をいただいています。 

続きまして案１のイ、市内４中学校を統合し、現在の中条中学校やその

周辺に設置するという案についてのグループ協議の内容です。メリットと

しましては、民家があり生徒への見守り体制が取れること、徒歩や自転車

通学が出来る生徒が増えること、ハザードマップを見ると水害の危険性が

低いということ、現在の中学校体育館や特別教室等の棟を統合後もそのま

ま使えること。旧中条体育館や中央公民館の敷地を含め、用地の確保が比

較的容易ではないかという点がメリットとしてあげられています。課題、

不安、疑問とその解決策については、バス通学のための道路の確保、これ

が不安だというお話をいただきました。この点についてはアクセス道路の

整備、現在の中条中学校のグラウンドを駐車場にすると、道路からのアク

セスを考えた場合に、今のグラウンド周辺であれば各道路から近く容易に

なるのではないかということで、アクセスのしやすさということで駐車場

の位置を検討してはどうかというお話をいただいています。次のスクール

バスや保護者用の駐車場の確保については、学校から少し離れた駐車場の

活用、例えば市役所駐車場などの活用が図れないかというお話をいただい

ています。続いてバス通学に関して部活動を中学校外、例えば市の体育館

や陸上競技場などで行う場合に移動方法をどうするのかというお話をいた

だきました。これについてはレンタル自転車、使われなくなった自転車が

あれば寄贈してもらい、これを部活動時の移動用として活用できないかと

いうお話や敷地内に体育館をもう１つ作れれば移動の必要が少なくなるの

ではないかというお話をいただいています。中条中学校区以外の地域と学

校とのつながりを確保する必要があるというお話に対しては、胎内市全域

をフィールドにした地域学習の実施や、前回お話したとおり、現在中条中

学校でも行っている市内全域に学習の場所を広げた学習、このようなこと

を継続する必要があるのではないかということ、スクールバスを市内循環

のコミュニティバスにして地域の方も利用できるような仕組みはできない

ものかというお話をいただきました。中条中学校区以外の地域への配慮、

これに関しては中条中学校の今ある場所に新設、統合の中学校を建てると

いう案ですので、他の中学校区の皆様へは特に地域への丁寧な説明により

理解を得る必要があるのではないかというお話をいただいています。 
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そして、同じページの下の方にあります案１のウですが、市内４中学校

を統合し、現在の胎内小学校周辺に設置するというアイデアもいただいて

います。これに関してはメリットとしてバスが通りやすいということとハ

ザードマップによる災害の可能性が低いというお話をいただいています。 

次に案２としましては、小学校の校舎を活用した小中一貫型小中学校を

設置するという案について検討いただいたグループがありました。この案

のメリットとしましては、小中合同の学校行事の開催、地域とのつながり

が残ること、小中一緒のバス通学ができるのではないかというお話をいた

だきました。課題、不安、疑問については、中条中学校区での小中一貫型

小中学校の設置は児童生徒数から難しいこと、１つの校舎で中条中学校、

中条小学校、胎内小学校の３つの小中学校が一緒に活動するには少し人数

が多すぎるのではないかということ、もう１つは１学級の生徒数は増えな

い、特に小規模３中学校の生徒数については、今後１学級 20人以下を大幅

に下回る状況の改善が難しいこと、つまり小中９学年が一緒に過ごすこと

ができても１学年の人数が増える訳ではないということがあげられていま

す。以上が第２回のグループ協議の内容です。 

 

続きまして、第３回のグループ協議のまとめです。テーマ１「仮に４中

学校を１つに統合したとして、中学校と地域とのつながりを保つには」と

いうことで話合いをしていただきました。課題、不安、疑問については、

これまでに４中学校で行なってきた地域と関わる活動を１つの中学校です

べて継続することが難しいのではないかという点があげられました。今現

在４中学校で様々な活動を行っていますが、共通する活動で例えば地域へ

の奉仕活動がありますが、実施日について時期や実施日が異なる状況があ

りますので、これを地域とも調整し一斉に同日にできないのかというアイ

デアをいただきました。次が胎内市全域を１つのフィールドにして各地域

の人たちと一緒に課題解決に取り組む活動を積極的に進めるという点、そ

して全教職員も胎内市全体を学区として捉えた地域理解を促進する。これ

までの学区に捉われず胎内市全体を職員も意識して教育活動を展開する必

要があるというご意見をいただきました。続いて１中学校５小学校という

ことになると、小中連携の活動が希薄になるのではないかという点につい

てご指摘いただきました。これに対して小学校毎に中学校も連携担当職員

を配置し、小中連携を積極的に行なうことが必要であろうというご意見を

いただきました。また、小中学生による合同あいさつ運動等、今行われて

いる日常的な関わりを何とかして継続したいという意見をいただきまし

た。 
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続いて地域で行なう子どもが参加する行事が継続できるのかという点を

あげていただきました。これに対しては中学生の地域行事への参加を更に

高めるため、地域との関わりの大切さなどについて、これまで以上に子ど

もに働きかけを行なうことが、先ほど申し上げました胎内市全域をフィー

ルドにする学習につながってくるので、学校が更に働きかけを続けていく

ことが必要です。 

次に祭りの日を休業日にしたり、送迎バスを出したりするなど、中学生

が胎内市全域の行事に参加しやすい環境を作るというご意見をいただきま

した。また、中学生ボランティア等を導入し参加を促すなど、地域のため

に自分の力を発揮する経験を中学生のうちからどんどん積ませてはどうか

というお話をいただいています。 

最後の課題では、統合までの準備が大切ではないかというお話をいただ

きました。これに対しては、学校行事への地域の方々の参画をこれまで以

上に働きかけ、統合後の参画につなげるために、体育祭や合唱祭などに地

域の方々の参画を今から促してはどうかというご意見をいただきました。 

２つ目の「仮に４中学校を１つに統合したとして、きめ細かな指導体制

を継続するには」というテーマでは、１つ目の課題、不安、疑問は４校の

生徒が１校に集まることで、いじめ、不登校対策や学力向上など教職員の

チームワークが課題となるのではないかというご意見をいただきました。

これに対しては学年の教職員全員がその学年全員の担任であるという体制

で生徒一人一人への指導支援に努めることが、学校の体制として必要だと

いうお話をいただきました。それから学習指導補助員や介助員等、市の配

置職員を手厚くすることや、地域からの学校支援体制を更に充実させるこ

となど、特に地域コーディネーターや地域ボランティアをこれまで以上に

活用できるようにすべきというお話をいただきました。 

また、校務の見直しや効率化を更に進め、教職員が生徒と向き合う時間

を十分確保する、いわゆる多忙化解消という点ですが、これを更に進めて

生徒と向き合う時間を確保してほしいというお話をいただきました。ま

た、人間関係などの不安を抱える生徒が増え、その受け皿が無いのではな

いかというお話をいただきました。学校生活に困り感を感じている生徒に

寄り添い支援する校内適応指導教室やさわやかルーム等の対応を充実させ

る。これについては関係職員の増員等が必要ではないかというお話をいた

だいています。また、クラス替えにより人間関係の改善などの対応ができ

るのではないかという解決案をお話しいただきました。 

続いて教員の多忙化に拍車がかかるのではないかということに関して

は、ＰＴＡ等による通学支援や地域ボランティアによる学習支援など、家
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庭や地域の支援、協力を得ることが大切ではないかというお話をいただき

ました。 

そして、胎内市の中学生としての意識を醸成するため、統合前の交流が

必要ではないかというお話については、交流活動の充実、例えば複数中学

校による修学旅行、体育祭、音楽祭、学年行事等を統合前に実施すること

で交流できるのではないかというお話をいただいています。以上が第３回

のグループ協議の内容です。 

最後に胎内市教育の基本理念、これをもう一度お伝えしますが、「教育は

人をつくり、地域をつくる崇高な営み」です。これに基づいて胎内市学校

教育の重点は「地域とともに歩む学校づくり」としております。胎内市立

小中学校の適正規模等に関することについて、答申でも胎内市において子

どもたちが故郷を誇りに思いこれからの社会を切り拓いていく生きる力を

身に付けられるような望ましい学校教育環境の整備に取り組むことが大切

であるということが目的として示されています。これまでの話合いとこれ

らを総括しまして、資料の黄色い四角の枠内にまとめを記載しています。

子どもたちにとっての望ましい学校教育環境を整備することが最も優先す

べきことであり、本委員会での意見を基に胎内市及び胎内市教育委員会は

４中学校統合に向け、設置場所、通学方法、地域とのつながり、きめ細か

な指導等について更なる検討を行ない、具体的な再編方針を定めていただ

きたいというところをまとめといたしました。 

以上が第１回から第３回までの再編検討委員会の協議についてのまとめ

です。今、説明しました内容で更に付け加えてほしいことや、この委員会

以外の方が見た際に、この表現では難しいのではないかというような箇所

がありましたら、この場でお伝えいただけるとありがたいのですがいかが

でしょうか。お願い致します。 

 

○委 員 

私は第３回を所要があり欠席しており、今説明を受けたところですが、

この委員会は今後も継続となるのですか。 

 

○指導主事（山沢） 

予定としては今回が最終回です。 

 

○委 員 

分かりました。では、それを基に今内容をまとめたお話を聞いたのです

が、先回の会議録の中に、様々な問題解決にあたり行政がそれぞれどのよ
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うな手を打っていくのかとありましたが、このような検討委員会での我々

委員の意見も大事なのですが、生徒の意見を聞く機会は果たしてあるので

しょうか。すべての生徒の意見を聞くということが適当かどうかは分から

ないのですが、今の中学生がどのように考えているのか意見を聞いた方が

良いのではないかと思います。 

それともう１つ、心配なのは統合により学校の先生方が地域との関わり

や教育など総合的にあまりにも仕事が増えて、それは人数を増やせば対応

できるかもしれないのですが、先生方への対応等も含めて少し考えておい

た方が良いのではないかという気がします。そこはどのように考えていま

すでしょうか。 

 

○指導主事（山沢） 

ありがとうございます。中学生の考えを聞く機会、考えているかどうか

ということと、統合後の先生方の業務量が過多になってしまうのではない

かとそれらの対応はどのように考えているのかという２点ということでよ

ろしいでしょうか。 

１点目、中学生の考えを聞く機会ということに関しましては、現在のと

ころ予定は立っていないのが正直なところです。今のご意見をいただきま

して検討するということになりますが、現状の答えとしては今のところ、

その機会を設けてはいないということになります。 

２点目、先生方の負担が増えるということに関しましては、我々も非常

に危惧しておりますし、委員となっている現在の中学校の校長先生からも

今行っている４中学校分を全て１校で引き受けるのはなかなか難しいとい

う話はグループ協議の中でもいただいています。その中でオール胎内とし

て何が必要でどのように調整できるかという視点をこれから数年かけて話

し合っていく必要があるということで、委員が今おっしゃられた心配な

点、危惧される点は我々も充分把握しているということで、このグループ

協議でもお話をさせていただいたところでございます。 

現状今のような回答になります。 

 

○委 員 

特に子どもたちの意見云々というのは、私の個人的な意見を話させても

らいますが、現状の中学３年生に現在の立場として意見を聞くのも１つの

方法ではないかなということです。例えば中学生が、自分が小学校４、５

年という立場になったと想定して、このような状態になった場合にどのよ
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うに思うのかということを聞くのも必要ではないかと思いお聞きしました

が、今の説明で分かりました。 

 

○教育長 

ありがとうございました。今ほどの説明に補足しますが、答申いただい

た小中学校適正規模等に関する検討委員会でもやはり子どもの意見を聞い

たらどうかということになりました。その委員会では全部の子どもたちに

聞くかどうかというところで、小学生や中学生１、２年生では統合と言わ

れてもなかなか伝わらないところもあるだろうということになり、中学３

年生は義務教育９年間経験してきていますので、市内の中学３年生全員に

統合に関しての説明を丁寧にし、アンケートを取りました。そこでは子ど

もたちからの様々な意見があり、統合に関しては自分たちの学校に誇りを

もっているということで、このまま続けてもらえればありがたいという３

年生も多かったのです。ただし、そこで子どもたちが言っているのは、人

数が少なくなればそれは難しいだろうという意見も多かったのです。地域

に誇りをもち、今の学校に誇りをもつことは、やはり大事なことだという

ことで、その委員会ではその気持ちは大事にして、そして先ほどから言っ

ているオール胎内で、地域としてのオール胎内の学校を誇りとするという

思いをもってもらうという方法がある。また、１学級が 20人を大きく下回

るようであれば、先々のことを考えて早めに統合等の再編を考えて行かな

ければならないだろうということを答申として出していただいている訳で

す。ですので、出していただいた答申は、そういう子どもたちの意見も十

分踏まえたうえで示していただいたということですので、今回改めて子ど

もたちの考えを聞くということは、今のところしなくとも良いだろうとい

うことで進めていますので、ご理解いただければありがたいと思っていま

す。 

 

○委 員 

分かりました。その答申は私も承知しているのだけれども、その経緯を

今初めて教育長から聞いて分かりました。何しろ中学３年生であれば考え

方もしっかりしてきているし、意見を聞くというのも良いのではないかと

いうことで話しました。この委員会の前段の小中学校適正規模等に関する

検討委員会で行っているのであれば、それで話は分かりました。ありがと

うございました。 

 

○指導主事（山沢） 
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ありがとうございました。他にございませんでしょうか。 

 

＜なし＞ 

 

それでは、今いただいた意見も含めまして、今後、今日のまとめをもう

一度、委員長、副委員長等とお話合いをさせていただき、最終的なものを

皆様にまたお配りしまして、必要に応じてまた修正いただいて、事務局で

再度検討するという形で進めさせていただきますがよろしいでしょうか。 

 

＜賛成＞ 

 

ありがとうございます。以上で私の説明を終わりにいたします。 

 

○委員長（近） 

ありがとうございました。それでは後日、事務局より修正版をお送りし

ますのでよろしくお願いします。ここで学識経験者として参加いただいて

います濱中委員よりお話をいただきたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

 

○委 員（濱中） 

前回の閉会の挨拶の中で、塚野副委員長がこのようなお話をされていま

した。胎内市の理念でもあります「地域とともに歩む学校づくり」です

が、地域と子どもたちがともに意見を出し合って考えていくことはとても

大切であると実感しましたというお話がありましたので、まさにその方向

で進めて行くのだろうと受け止めています。 

私が現職の頃、中学校で中学生を交えた学校づくり委員会というのを年

に何回か開いていましたが、中学生はきちんと未来を考える力をもってい

ます。大人とつながっていく力ももっていますので、中学生も交えて学校

づくりについて話合っていくという機会は１回で終わりではなく、何回あ

っても良いのではないかと思いますので、今とても貴重なご意見をいただ

いたと改めて思ったところです。 

私の方からは、もしかすると新しい学校ができるかもしれないというこ

とも含めて検討してきたのですが、ハード面とソフト面を２つに分けて考

えて行かないとごちゃごちゃしてしまうのではないかという気がします。 

ハード面は予算を伴う内容なので、どんなに理念がたくさんあったとし

てもそれを実現していくことが胎内市としては難しいということも当然あ
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ります。いくらでもお金をかけて学校づくりができるのであれば、いくら

でも夢を語ることはできますけれども、ハード面についてはどうしても限

界があるので、その限界の中でこれまで統廃合を進めてきた全国の取組の

中から胎内市にぴったり合うものを学び、この地域ならではのものに形を

変えながら、ハード面をどのように整えていくかということを考える必要

があると思います。前回は能登半島地震の後でしたので、防災に強い地域

の拠点としての学校の役割もあるというお話をさせてもらいましたが、そ

ういうこともこれから考えて公共施設としての学校の価値も見直しながら

作っていく必要もあるのだろうと、そういった時に地域の声も聴きなが

ら、作って行かなければいけないのだろうと思っています。 

ハード面については、100点満点は難しいだろうと思っています。しか

し、ソフト面はどのような教育、学びをしていくのか、どのような人材を

投入していくのか、何を目指していくのかという教育の中身については 100

点満点をいくらでも目指せると思うのです。そのことについて準備をして

いく時間はまだあります。そのことについて、これまで会議の中でも話を

してきましたし、まさにソフト面の内容については、子どもたちを巻き込

んで準備をしていっても良いのではないかと思っています。どういう中身

の学びをしていくかということについては、皆様も巻き込みながらアップ

グレード、更新していくことができる。ハード面は一旦作ってしまうと作

り直すことはなかなか難しいですが、少しずつアップグレードしていくこ

とはできると思うのですけれども、ソフト面については常に見直しをして

いくことができるので、一旦、胎内市の教育理念に合わせて学校づくりを

スタートさせても微修正しながら時代の要請に応じて更新を続けていけば

良いだろうと思っています。 

先ほど先生方の考え方はどうなのだという話が出ましたけれども、私は

新任校長で中越の十日町市に行きました。若い先生方がなかなか遠隔地な

ものですから行き手が少なくて教員確保困難地域になっています。そこに

行った時に当時の教育長が、「着任された先生方はほとんどが風の人だ、私

たちは土の人だ。」という言い方をされたのです。「土の人、十日町に住ま

いがある私たちは、風の人である先生方を迎えて、先生方が運んで来てく

れた種を一生懸命育てて、そして子どもたちに還元していきます。私たち

にはその準備が出来ているので、どうぞ先生方、思い思いの種を十分にこ

の十日町で蒔いていってください。」とお話をされて私はすごく感動しまし

た。胎内市もおそらく風の人の方が多いと思います。いろいろな所から先

生方が来て、いろいろな考え方、価値観をもって来た時に、それをきちん

と芽にして花にして実にすることができる土の人たちがいないと、それが
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うまく実現されていかないと思うのですが、こうやって会議を重ねること

自体がこれからの学校づくりについて土づくりをしているのだと思いなが

ら、この会議に参加させていただいて感じたところであります。丁寧な議

論、そして準備、10年後を見据えてのこのような会議を積み上げている胎

内市の取組に、繰り返しになりますが敬意を表したいと思います。本当に

お疲れ様です。 

 

○委員長（近） 

濱中委員、大変貴重なご意見ありがとうございました。続いて事務局か

ら今後の予定について説明があります。よろしくお願いします。 

 

○学校教育課長（丹後） 

本日確認した内容を、事務局の方で集約させていただき、委員の皆様に

再度お送りさせていただく予定としております。それに目を通していただ

き、その内容にご意見等ありましたら事務局へお知らせいただくという流

れにする予定としています。詳しい方法につきましては、お送りする際に

お知らせしますのでよろしくお願いいたします。以上です。 

 

○委員長（近） 

どうもありがとうございました。 

 

 

⑵閉会 

○委員長（近） 

それでは、閉会のあいさつを塚野副委員長よりお願いします。 

 

○副委員長（塚野） 

皆様、年度末のお忙しい中、お集まりいただきましてありがとうござい

ました。そして本日の第４回をもちまして全ての日程を終了することとな

りました。皆様におかれましてはこの半年間に渡りご参加いただき、また

多くの議論をされて大変有意義な話合いができたことに感謝申し上げま

す。ありがとうございます。これまでを振り返りますとあっという間の半

年間に感じました。それと同時に 10年後というのもあっという間に来るの

だなと実感したところであります。ですので、この会は非常に意義のある

会であったと改めて感じることができました。 



 14 / 15 

最後になりますが、今回の意見を基に今後、市が方針を定めていくこと

になりますが、胎内市の子どもたち、そして地域にとって希望ある学校再

編となることを大きく期待いたしまして本会を閉会させていただきます。

皆様、本日はありがとうございました。 

 

○委員長（近） 

以上で胎内市中学校再編検討委員会全ての日程を終了いたします。ご参

加いただきました皆様、半年間に渡りご尽力、ご協力に感謝申し上げま

す。私の委員長としての任務を解かせて頂きます。至らぬ点もございまし

たが、どうもありがとうございました。 

それでは進行を事務局にお返しいたします。 

 

 

⑶教育長あいさつ 

○学校教育課長（丹後） 

４回に渡り、ご協議をいただきありがとうございました。皆様からいただ

きました貴重なご意見、ご提言等を参考に今後、市としての具体的な方針を

定めていくこととなります。この半年間のお力添えいただきましたことに心

から感謝を申し上げます。 

最後に委員の皆様に中澤教育長よりお礼の言葉を申し上げさせていただ

きます。それでは、お願いいたします。 

 

○教育長（中澤） 

それでは、最後に皆様にお礼を申し上げたいと思います。近委員長、塚野

副委員長、そして学識経験者の濱中委員をはじめ各委員の皆様、半年間に渡

り、ご審議いただき本当にありがとうございました。心より感謝申し上げま

す。 

毎回、皆様方が地域住民、保護者、コミュニティ・スクール、学校運営協

議会、学校の代表として、胎内市の大人が子どもたちの現在、未来を真剣に

考えてくださる姿を拝見させていただいて、胎内市の子どもたちは、とても

幸せなのだなと改めて思うとともに感謝しておりました。そして、子どもた

ちは、皆様の後姿をしっかりと見て成長し、やがては皆様と同様に子どもた

ちのことを本気で考えてくれる大人になるのだろうと思っております。 

皆様の思いがこもった貴重なご意見を基に市及び市教育委員会で方針を

市民の皆様に分かりやすくお示しして、令和６年度中には方針を定め、その

後、具体的な準備を進めていきたいと考えております。 
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最後に、改めまして委員の皆様に感謝申し上げますとともに、今後も胎内

市の子どもたちのために、また、教育の充実のためにお力を貸していただき

ますようお願い申し上げまして、お礼のあいさつとさせていただきます。本

当にありがとうございました。 

 

○事務局 

以上で本日の日程を全て終了いたしました。皆様、どうもありがとうござ

いました。 


